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『
五
十
嵐
祇
室
・
梅
夫
・
浜
藻 

 

来
簡
集
』
刊
行 

 
  

五
十
嵐
梅
夫

ば

い

ふ

・
浜
藻

は

ま

も

は
、
い
ま
か
ら
二

〇
〇
年
ほ
ど
前
に
武
蔵
国
多
摩
郡
大
谷

村
（
現
・
町
田
市
南
大
谷
）
に
い
た
名
主

の
父
娘
で
す
。
家
業
の
関
係
で
江
戸
大

伝
馬
町
に
も
家
が
あ
り
、
俳
諧
（
俳
句
や

連
句
の
総
称
）
を
能
く
し
て
、
小
林
一
茶

や
そ
の
庇
護
者
で
も
あ
っ
た
夏
目

成
美

せ

い

び

、
鈴
木
道
彦
と
い
っ
た
当
時
著
名

な
俳
人
た
ち
と
も
親
し
く
交
友
し
ま
し

た
。
梅
夫
・
浜
藻
と
一
茶
三
人
が
巻
い
た

連
句
作
品
や
一
茶
が
浜
藻
を
詠
ん
だ
句

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

五
十
嵐
浜
藻
・
梅
夫
研
究
会
／
編
著 
町
田
市
民
文
学
館
／
発
行 

一
部
四
〇
〇
円 

町
田
市
民
文
学
館
に
て
販
売
中 

 
 

 

町田の文学 

江
戸
中
・
後
期
の
著
名
俳
人
が
名
を
連
ね
る 

 

新着案内 

江
戸
期
町
田
ゆ
か
り
の 

俳
諧
師
た
ち 

 



 

梅
夫
・
浜
藻
父
娘
は
、
文
化
三
年

（
一
八
〇
六
）
年
か
ら
六
年
間
に
も

わ
た
り
、
遠
く
長
崎
ま
で
俳
諧
行
脚

（
各
地
の
有
力
な
俳
人
と
連
句
を
巻

き
な
が
ら
旅
す
る
こ
と
）
を
行
い
、
そ

の
成
果
を
『
八
重

や

え

山
吹

や
ま
ぶ
き

』
『
草く

さ

神
楽

か

ぐ

ら

』

の
二
冊
の
連
句
集
と
し
て
京
都
の

書
肆

し

ょ

し

か
ら
刊
行
し
て
い
ま
す
。
中
で

も
浜
藻
が
ま
と
め
た
『
八
重
山
吹
』
は
、

す
べ
て
女
性
の
み
に
よ
る
江
戸
時
代

唯
一
の
連
句
集
と
し
て
、
近
世
俳
諧

史
上
で
も
貴
重
な
資
料
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

文
学
館
で
は
、
古
文
書
解
読
に
精

通
さ
れ
た
市
民
研
究
員
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
、
二
〇
一
一
年
か
ら

五
年
を
か
け
て
、
こ
の
二
冊
の
連
句

集
を
現
代
の
活
字
に
直
し
て
『
翻
刻 

八
重
山
吹
』
、『
翻
刻 

草
神
楽
』
と
し

て
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

刊
行
に
際
し
て
文
章
を
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
作
家
の
別
所
真
紀
子
さ
ん
の
『
江
戸
お
ん
な

歳
時
記
』（
幻
戯
書
房
・
二
〇
一
五
年
）
は
、
浜
藻
を

は
じ
め
江
戸
時
代
の
市
井
の
女
性
た
ち
が
残
し
た
句

を
テ
ー
マ
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
第
六
七
回
読

売
文
学
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
文
学
館
が
刊
行
し
た
標
記
の
『
五
十
嵐
祇
室
・

梅
夫
・
浜
藻 

来
簡
集
』
は
、
祇
室

ぎ

し

つ

や
梅
夫
・
浜
藻
に

宛
て
ら
れ
た
著
名
俳
人
か
ら
の
書
簡
三
五
点
を
翻
刻

し
た
も
の
で
す
。
祇
室
と
は
、
梅
夫
の
父
親
で
や
は
り

俳
諧
を
嗜

た
し
な

ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
書
簡
は
、
自

由
民
権
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
五
十
嵐
政
孝
家

文
書
の
中
に
現
存
す
る
も
の
で
す
。 

 

 

    

書
簡
の
差
出
人
と
し
て
は
、
加
藤
暁
台

き
ょ
う
た
い

（
尾
張
徳

川
藩
士
）、
夏
目
成
美
（
江
戸
蔵
前
の
札
差
）、
鈴
木
道

彦
（
陸
奥
国
仙
台
藩
士
）、
井
上
士
朗
（
名
古
屋
の
医

家
、「
尾
張
名
古
屋
は
士
朗
（
城
）
で
持
つ
」
と
う
た

わ
れ
た
著
名
俳
人
）、
奥
村
志
宇

し

う

（
近
江
の
女
性
俳
人
、

『
八
重
山
吹
』
の
序
文
作
者
）
な
ど
、
小
林
一
茶
こ
そ

あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
代
一
流
の
宗
匠
格
の
俳
人
た
ち

が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
書
簡
か
ら
は
、
五
十
嵐
家
の

人
々
が
積
極
的
に
彼
ら
と
付
き
合
い
、
熱
心
に
俳
諧

を
学
ぼ
う
と
す
る
姿
や
、
句
集
発
行
な
ど
に
関
わ
り

経
済
的
な
支
援
を
依
頼
さ
れ
る
姿
、
著
名
俳
人
の
人

脈
を
通
じ
て
全
国
の
俳
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
す
る
姿
な
ど
が
垣
間
見
え
、
当
時
の
人
々
の
息
遣

い
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。 

 

ま
た
本
書
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
・
研
究
の
過
程

で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
句
を
ま
と
め
た
「
五
十
嵐
家

三
代
（
祇
室
・
梅
夫
・
浜
藻
）
全
句
集
」
と
「
年
譜
稿
」

も
併
せ
て
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
学
館
の
ほ
か
市

内
各
図
書
館
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
文
学

館
や
市
政
情
報
課
に
て
一
部
四
〇
〇
円
で
お
求
め
い

た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

 

町
田
の
隠
れ
た
文
化
史
の
一
端
を
知
る
こ
と
の
で

き
る
興
味
深
い
資
料
で
す
。『
翻
刻 

八
重
山
吹
』、『
翻

刻 

草
神
楽
』
と
併
せ
て
一
度
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

 
 

 

 

五十嵐祇室・梅夫・浜藻 来簡集 

錚
々

そ
う
そ
う

た
る
書
簡
の
差
出
人
た
ち 
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連
句
、
連
歌
の
復
興
を
目
指
し
、

作
品
、
書
評
な
ど
を
掲
載
。 

Ⅹ

号
は
「
拾
花
集
」
と
い
う
連
歌

書
の
翻
刻
。Ⅰ

号
か
ら
文
学
館
に 

 
 
 

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

 
八
月
六
日
、
被
爆
し
た
少
女
は
生
死
の

間
を
さ
ま
よ
い
、
壮
絶
な
経
験
を
し
な
が

ら
も
生
き
抜
い
た
。
あ
の
日
、
家
族
、
友
人
、

広
島
の
人
々
は
ど
う
生
き
、
ど
う
亡
く
な

っ
て
い
っ
た
の
か
、
克
明
な
記
録
が
綴
ら

れ
て
い
る
。
著
者
は
現
在
、
各
地
で
若
い
人

た
ち
に
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
静
か
に
語

り
、
反
核
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。
そ
し
て
フ

ク
シ
マ
を
引
き
お
こ
し
て
し
ま
っ
た
こ
の

国
へ
「
伝
え
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
思
い

を
強
く
持
ち
続
け
活
動
し
て
い
る
。 

 

 

 
「
ウ
ル
ト
ラ
Q
」
「
ウ
ル
ト
ラ

マ
ン
」
な
ど
の
脚
本
・
設
定
に
関

わ
っ
た
著
者
の
自
伝
エ
ッ
セ
イ
。

バ
ル
タ
ン
星
人
の
名
前
に
隠
さ

れ
た
意
味
な
ど
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ

の
「
青
春
時
代
」
の
興
味
深
い
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
満
載
。 

ち
な
み
に
著
者
は
、
こ
の
本
を

文
学
館
の
閲
覧
室
で
書
き
上
げ

た
と
い
う
。 

 

『バルタン星人を知っていますか？ テレビの青春、駆けだし日記』 

飯島敏宏＋千束北男／著 小学館 2017.7 

飯島敏宏（千束北男） 

1932 年生まれ。脚本家、映

画・テレビのディレクター。

町田市在住。 

永田吉文 

短歌で吉井勇大

賞（2017 年）な

どを受賞。町田

市在住。 

新 刊 紹 介 

『８月６日の蒼い月 爆心地一・六ｋｍの被爆少女が世界に伝えたいこと』 

橋爪文／著 コールサック社 2017.8 

橋爪文
ぶん

 

1931年生まれ。14歳

の時に被爆。日本ペ

ンクラブ、日本詩人

クラブ所属。詩集な

ど著書多数。60 歳を

過ぎて英語留学。そ

の後「反核・平和海外

ひとり行脚」を始め

た。町田市在住。 

町田市在住 



『ノンフィクション児童文学の力』
国松俊英／著 文渓堂 2017.12 

 

町
田
が
編
集
拠
点
の
「
イ
ン
デ

ィ
ー
ズ
文
芸
創
作
誌
」
。
一
年
に
一

冊
の
ペ
ー
ス
で
発
行
さ
れ
て
い

る
。
総
勢
三
四
人
が
創
作
、
エ
ッ
セ

イ
な
ど
を
執
筆
。
「
南
伸
坊
さ
ん

と
、
竹
村
健
一
さ
ん
と
、
マ
ク
ル
ー

ハ
ン
と
。
」
（
柳
瀬
博
一
）
、
「
ゼ

ロ
年
代
か
ら
の
ま
ち
の
風
景
（
パ

ー
ト
１
）
」
（
開
沼
博
）
、
「
耳
鳴

り
」（
久
保
憲
司
）
な
ど
が
面
白
い
。 

 

紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら

の
、
古
代
地
中
海
を
囲
む
国
や
地

域
に
暮
ら
し
た
人
々
の
英
知
に
思

い
を
馳
せ
る
現
代
人
夫
婦
が
、
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
と
い
う
新
し

い
歴
史
小
説
。
著
者
は
こ
れ
ま
で

に
『
北
京
の
風
』（
新
聞
編
集
セ
ン

タ
ー
・
二
〇
一
〇
年
）
を
は
じ
め

と
す
る
「
定
年
夫
婦
留
学
記
」
な

ど
の
著
作
も
あ
る
。 

 

 

「
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
児
童
文

学
は
、
ほ
ん
と
う
の
こ
と
を
知
り

た
い
と
思
い
、
多
く
の
知
識
を
求

め
よ
う
と
す
る
子
ど
も
た
ち
に
、

社
会
や
人
間
の
本
質
を
伝
え
る

力
を
持
つ
文
学
で
あ
る
」（「
は
じ

め
に
」
よ
り
）。
多
く
の
優
れ
た
作

品
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
今
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
分
野
に
光
を

当
て
た
、
渾
身
の
著
作
。 

 

国松俊英 

日本児童文学者協会、

日本児童文芸家協会、

宮沢賢治学会、日本野

鳥の会会員。童話や児

童小説のほか、ノンフ

クション児童文学の

著作多数。『トキよ未

来へはばたけ』（くも

ん出版・2011 年）で

第７回福田清人賞受

賞。 

町田市在住。 

「ウィッチンケア」vol.9 

多田洋一／制作責任 2018.4 

永田吉文／編集・発行  2018.3 

多田洋一 

編集者、作家。『小説

＊アンフェア the 

movie』(秦建日子原

作映画のノベライ

ズ・ワニブックス・

2007)ほかノベライ

ズ作品多数。 

町田市在住。 

新 刊 紹 介 

『古代地中海 夢の誘
いざな

い』 

加藤浩／著 ミカリノ出版 2018.3 

加藤浩 

1946 年生まれ。化学

会社退社後、2010 年

から文筆活動を始

め、当館には５冊の

著作の所蔵がある。 

町田市在住。 



『イギリス風の 朝
マチネ

』 

ジャン＝ミッシェル・モルポア／著 思潮社 2018.3 

有働薫／訳  

 
 

詩
集
に
し
て
リ
リ
シ
ズ
ム
論
を

展
開
す
る
エ
ッ
セ
イ
集
。
原
書
は
一

九
八
二
年
刊
。
著
者
三
五
歳
の
作

品
。
「
散
歩
は
旅
行
ほ
ど
雄
弁
で
は

な
い
。
散
歩
に
は
つ
ぶ
や
き
だ
け
で

充
分
だ
し
、
散
歩
は
小
川
に
沿
っ
て

歩
く
の
を
と
て
も
好
む
。（
中
略
）
散

歩
は
ま
た
沈
黙
と
物
語
を
愛
す
る
」

(

ｐ
54) 

開
い
た
ペ
ー
ジ
か
ら
美
し
く
厳

し
い
言
葉
た
ち
が
立
ち
上
が
る
。 

 

 

 新 刊 紹 介 

『明日への一歩』 

津村節子／著 河出書房新社 2018.4 

津村節子 

1928年生まれ。小説家。

53年小説家・吉村昭と

結婚。65年「玩具」で

芥川賞受賞。著書、受賞

多数。町田ゆかりの作

家、八木義德とも交流

があった。 

 

二
〇
一
一
年
か
ら
一
八
年
に

か
け
て
書
か
れ
た
エ
ッ
セ
イ
を

ま
と
め
た
一
冊
。 

収
録
さ
れ
た
「
苦
難
の
出
発
」

は
一
七
年
の
当
館
展
覧
会
「
没
後

10
年 

編
集
者
・
谷
田
昌
平
と

第
三
の
新
人
た
ち 

展
」
図
録
に

掲
載
さ
れ
た
「
谷
田
昌
平
氏
へ
の

思
い
」
を
改
題
、
転
載
し
た
も
の
。 

ジャン＝ミッシェル・

モルポア 

1952 年フランス生ま

れ。パリ第十大学教授、

詩人、評論家、文学研究

者。 

有働薫 

1939年生まれ。詩人、翻

訳者。第 5詩集『幻影の

足』（思潮社・2010年）

で第 28回現代詩花椿賞

受賞。 

町田市在住。 

展覧会開催中 
2018年６月 17日(日)まで 
10：00～17：00 

休館日 毎週月曜日と 6/14（木） 

入場無料 

展示解説 6/5(火)、17(日)14：00～ 申込不要 
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町田市民文学館では、2006年の開館以降、 

町田ゆかりの作家の自筆原稿や旧蔵品、 

絵本の原画などをはじめ 

様々な文学資料を収集してきました。 

こうした収蔵品の中から、市民の皆様に 

ぜひご覧いただきたい“お宝”を順次公開する 

ミニ展示シリーズをサロンにて開始いたします。 

お宝紹介スケジュール（予定） 
4/13～6/24（展示中）  

エッセイの名手・遠藤周作 

 

6/26～8/26  

青柳寺・八幡城太郎 

豆本コレクション 

 

8/28～10/21 

森村誠一自筆原稿（仮題） 

 

10/23～12/28  

文豪たちの自筆原稿 

～サンケイ新聞掲載原稿から 

 

2019/1/4～3/17 

街頭紙芝居 

 

ことばらんど お宝紹介 
始まりました！ 
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